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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： AC ナノポア法による微生物センサの開発 

研 究 責 任 者 ： 山本 貴富喜（東京科学大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究は、交流ナノポア法を活用し、住環境の衛生状態を迅速かつ高精度に評価可能にする微生

物センサの開発を目的とする。細菌を含む微生物がナノポア構造を通過する際のインピーダンス変化

を計測し、従来法では困難であった単一粒子レベルでの識別を実現する。測定データに機械学習を適

用して識別精度の向上を図る構想の下、高感度・高精度ナノポアデバイスと多種同時識別を可能とす

る識別 AI を開発し、両者を統合したシステムを構築する。さらに、現場導入に適したハンディサイズの

小型測定システムのプロトタイピングを進め、業務用清掃現場や家庭などへの実装を見据えた実用的

な衛生管理ツールの基盤を確立する。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、AC ナノポア法を基盤とした高精度微生物センサの実現を目指し、総合的な開発を進

めた。まず、微細加工技術を駆使して、数 μm 径、数十 μm 長のストロー型ナノポア構造を高い再現

性で形成するプロセスを確立し、交流インピーダンス測定に最適な広帯域特性を実現した。また、測定

対象のサンプルから対象粒子を選択的に抽出する前処理法は、現場での利便性を踏まえて実現し

た。さらに、取得した波形データに機械学習を適用することで、14 種類以上の細菌を 95%以上の正解

率で同時識別できる識別 AI を構築した。加えて、デバイスの多重化技術やウイルス対応の微細流路

技術など計画外の技術課題にも取り組み、高機能化と操作性を兼ね備えた次世代微生物センサ基盤

の実証に成功した。 

 

3-2. 今後の展開 

当初想定していた既存企業への事業移転から方針転換し、スタートアップ設立に向けた準備を本格

化している。事業化メンバーを組織しつつ、知財戦略、資金調達、事業計画の策定を進行中である。特

に開発済みのハードウェア・AI 解析基盤・クラウドサービスを統合した独自技術パッケージを核とし



て、清掃・食品・医療現場への導入を目指す。すでに一部パートナー企業との製品導入を前提とした技

術実証や業務提携の協議も進んでおり、早期の法人設立と製品初期販売を目標に据えている。 


